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1.背 景とねらい

畑作物に対して、被概室素肥料は迫肥労力の軽減、施肥効率の向上、作物品質の良化、

あるいは士駅IE Cの過上昇の回避などの効果があり、その効果の輸認と利用法について検

許「した結果、力R地における被稲坑素の集素溶!ほ限向と過肥省哺のための彼板生素肥料の利

用効果年についての角i見がイ聯られたので、補導上の参考に供したい。

2.技 術内容

(1) 畑 地における被病盗素肥料の海出特性

ア 畑 状態 (露地)に おける室素溶出

(7)被 覆室素肥や|は温度感応によつて溶出する肥料であり、25℃の水,|!において、

窒素成分の80%が 溶出する期R3から、タイプ分けされる。

(イ)地 温からのi能定では、需地剛場を想定した場合、室素成分の50～70%程 度の溶

出率で溶出のピ
ークとなり、その後の期間溶出率は急速に低下する。

(ウ)船 地団場において被概窒素肥料からの豊素洛出速度は、溶出タイプとして示さ

れた規格日数より大幅に遅れ、また、施用時期によつても大きな差がある。地温

から靴定される施用室素の60～ 70%が 溶出する目安期間は表 1の 通りである。

マルチ (黒)で は、 1～ 2制 程度短縮するが、溶出期‖Bが長いタイプではその

短縮程度は小さくなる。

(Fヨ)

タイブ
'  4月

 5月  6月  7月  8月  9月  10月

100日    150   130   120   120   180   250   290

140日    240   210   240   300   300   330   330

※無マルチ条件でのitと定

(2)追 肥省略栽培法

ア  被 覆室素肥料を利用した、中llll迫肥を省略できる畑竹J勿の金量基肥上回施肥は

以下の方法で行う。

(7)対 象肥料 : 温 度感応で釜素が溶出し、その溶出条件が肥料取締り法

による基準で明らかにされている肥料とする。

(‐1)使用する肥料形態 : 被 筑範素と速効性室素を組み合わせた物を利用する。

紐合せは算素成分比で、彼種室素50～ 70%、 速効性

室素を30～ 50%と する。

(ウ)施  用  量  : 慣 行の基肥室素量と迫肥窒素量の合量とする。

とほ
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表2 過 肥

作物名  溶 出タイブ

ス1-トヨーン 70日 迫肥省略により1貫行栽培並～以上の収量を得た。2待1程度

の減肥でも、慣行並の収量を得た。上位規格の割合が高まっ

た。
エンエク  70日    迫 肥省略によりllA行並の収量を得た。

ピーマン 70、 100日  迫 肥省略により1貫行並の収王を4聯た。

40ロタイア
・
との組合せにより多収が期待される。

小麦    100日    被 猛範素は融雪朋過肥と後期過肥の肥効を示し、増収する。
lLR行区に比べ倒伏が軽減される。70ロタイプに比較し、100

ロタイプで景由含量が高まる。
エダマメ  ー     迫 肥省略栽士r!でも生育が常に旺盛で、爽数も確保されるが、

収孟的には慣行繊培並である。

被猛釜素肥11の基肥利用については、更に検討が必要であ

る。

3.指 導上の留意事項

(1)溶出40、70、100、140ロタイプとは、25℃の水中で成分壷素の80%が浴出するのに要す

る日数が40日、70日、100日、140日であること意味するものである。従つて、実際の剛場

(露地畑)で は地品が低いことことから、規格で示された日数よりも浴出に要する日数が

長くなるので、肥料タイプを決定する際には表1の目安日数を参考に選択すること。

なお、メーカーによつて表示方式が異なり、また、初期から溶出が多くなるタイプや初

期溶出が抑制されるタイプなどがあるので、使用にあたつては浴と,の仕方についても縦認

する必要がある。

(2)被覆範素の浴!ほ帥定には腱難試験場 (沌沢)の 地温博1〕uデ
ータを用いた。畑地温につい

ては観測事例や解析事例が余り多くなく、今後の調査・解析によつてより精度の高い浴出

推定が行われることになると思われるが、当面は表1の 目安日数を基準に適用する。

なお、欺度の温度差であれば大きな差はないと考えてよいが、施設栽増や南標高地謝Fで

はこの溶とほitt定値を適用jしないこと。

(3)技術内容の被凍象素肥料・からの空素浴出速度のitt定(表1)は 、船地畑での基肥利用を

前拠としているので、鷲地件物の過肥あるいは水阻への利用には適用できない。

(4)応用技術として、短fttllH作物 (ホウレンソウなどやマルチの2度利用などにおいて1作

日にのみ施肥する 「多杵1田施肥法」についても検討寸
・
を行つた。この技術は、施肥監は慣

行施肥基準の金施肥空素成分景よりも少なくすることができ、更に上壌ECの 過上昇も抑

制されるなどの効果があることを陥認している。しかし、対象1年物や作物の甫1後関係など

で、施用主、肥料の種類、溶出タイプの組合せ方などが異なることになり、現地の実態に

合わせた検討が必要である。

(5)リン磁ゃ加理も、室素と同様に 「基肥景+追肥量」を基肥上回施肥としてもよい。ただ

し、その場合には、土釈診断を実施し、過剰施肥とならないようにする。また、必要に応

じて、リン破、加理も縦効tL肥||を利用する。
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